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マイコプラズマ
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突発性発しん 15 0.63 0.13
クラミジア肺炎

(ｵｳﾑ病を除く)
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ヘルパンギーナ 2 0.08 0.07
感染性胃腸炎

（ロタウイルス）
- - 0.94

インフルエンザ定点数

（小児科定点を含む）

前週と比較しておおむね
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報告数が少数の場合などは、発生記号を

記載していません。

疾患名

小
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科

小児科定点数

眼科定点数 

前週と比較しておおむね

1：1.5～2の増減

ほとんど増減なし

前週と比較しておおむね

1：2以上の増減

眼

科

■全数把握感染症報告状況（新型コロナウイルス感染症を除く）

２０２１年第３２週（８月９日～８月１５日）

■定点把握感染症報告状況（週報対象）

２０２２年第１８週（５月２日～５月８日）

■コメント

２ 梅毒
今年の累計は88件と非常に多い状況です。梅毒

は性的な接触により感染し、治療せずに放置する
と、脳や心臓などに重大な病変を起こすことがある
ため、早期発見・早期治療が大切です。

１ 新型コロナウイルス感染症

第18週に3,158件の報告があり、多い状況が続い
ています。

大型連休が終了し、会社や学校が始まりました。
感染を拡大させないためにも、誰でも感染するとい
う意識を持ち、基本的な感染防止対策を徹底しま
しょう。また、少しでも感染の不安を感じたら積極的
に検査を受けましょう。

発熱、のどの痛みや咳などの症状があるときは、
出勤や登校を控え、かかりつけ医やコールセン
ター（積極ガードダイヤル）に連絡・相談しましょう。
（次ページ参照）

今週（第18週）は、ゴールデンウィークの休診の影響で、報告数が少なくなっている可能性があり、
前週（第17週）と適正な比較ができないことから、発生記号は表示していません。

【参考】保健センターの無料・匿名の梅毒検査 https://www.city.hiroshima.lg.jp/soshiki/72/2986.html
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新型コロナウイルス感染症新規感染者数の推移（広島市）

週

第1週～第18週（R4.1.3～R4.5.8）

類型 疾患名 報告数 累計   備考

4 レジオネラ症 1 8 50歳代

5 梅毒 2 88 60歳代・2人

広島県実施のＰＣＲ等検査
詳しくは、下記ホームページをご覧ください。

PCR検査の実施について（広島県）
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/soshiki/269/hiroshimapcrcenter.html
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第14週 - 4 2 62 3 10 - 4 8 1 - - 3 - - - - -
報 第15週 - 2 7 101 4 25 1 10 3 - 8 1 2 - - 1 - -
告 広島市 第16週 - 7 8 114 3 33 - 5 1 - 3 - - - - - - -
数 第17週 - 5 6 95 - 32 1 9 - 1 4 - - - - - - -

第18週 - 4 2 76 - 15 - 15 2 1 5 - 5 - - - - -
第14週 - 0.17 0.08 2.58 0.13 0.42 - 0.17 0.33 0.04 - - 0.38 - - - - -

定 第15週 - 0.08 0.29 4.21 0.17 1.04 0.04 0.42 0.13 - 0.33 0.13 0.25 - - 0.14 - -
点 広島市 第16週 - 0.29 0.33 4.75 0.13 1.38 - 0.21 0.04 - 0.13 - - - - - - -
当 第17週 - 0.21 0.25 3.96 - 1.33 0.04 0.38 - 0.04 0.17 - - - - - - -
た 第18週 - 0.17 0.08 3.17 - 0.63 - 0.63 0.08 0.04 0.21 - 0.63 - - - - -
り 第16週 - 0.10 0.29 4.09 0.07 0.12 0.01 0.38 0.01 0.04 0.13 - 0.15 0.01 0.01 0.01 - 0.01

第17週 - 0.12 0.24 3.71 0.07 0.14 0.01 0.39 0.02 0.03 0.14 0.01 0.14 0.01 0.02 0.01 - 0.01
全国

コピー

■定点把握感染症報告状況（週報対象）の推移

本週報は、速報性を重視していますので、今後調査などの結果に応じて若干の変更が生じることがあります。
なお、感染症情報の詳細についてはホームページでご覧いただけます。
URLhttps://www.city.hiroshima.lg.jp/site/infectious-disease/

【問い合わせ先】
広島市感染症情報センター/広島市衛生研究所 〒733-8650 広島市西区商工センター四丁目１番２号

TEL(082)277-6575FAX(082)277-5666E-Mailei-seikatsu@city.hiroshima.lg.jp

「風邪かな？」と感じたら、かかりつけ医や
コールセンター（積極ガードダイヤル）TEL：082-241-4566に連絡・相談しましょう。

全日24時間対応

＊新型コロナウイルス感染症に関する最新の発生状況、相談窓口等については、広島市ホームページ
「新型コロナウイルス感染症に関する情報（https://www.city.hiroshima.lg.jp/site/korona/）」からご確認ください。

■広島市における新型コロナウイルス感染症の発生状況（確定日で集計）

２０２２年第１８週（５月２日～５月８日）

【参考】新型コロナウイルス感染症 基本的な感染防止対策

感染拡大のスピードが速いオミクロン株にも、基本的な感染防止対策が有効です。
正しいマスクの着用、手洗い・手指消毒、人と人との距離を保つ、こまめな換気などの基本的な感染防止対策

を徹底して、感染の拡大を防止しましょう。

正しいマスクの着用

【参考】新型コロナウイルス感染症対策 感染拡大防止に向けた取組（内閣官房） https://corona.go.jp/proposal/

・マスクを鼻にすき間なくフィットさせましょう。
できれば不織布マスクを着用しましょう。

手洗い・手指消毒

・共用物に触った後、食事の前後などは
必ず手洗い・手指消毒をしましょう。

人と人との距離を保つ こまめな換気

・人と人との距離を十分に保ち、こまめな換気で
密（密着、密集、密閉）を避けましょう。

【第18週(5月2日～5月8日)】

10歳未満 10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳以上 非公表 合計

465 562 613 553 526 233 100 55 51 - 3,158

【累計報告数（5月8日)現在】 ※2020年からの累計報告数です。

10歳未満 10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳以上 非公表 合計

9,808 10,408 12,624 11,163 10,988 6,679 3,572 2,652 2,414 67 70,375


